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教には、原発立地地域、被災地域、電力の享受地域といった地域ごとの問
題が関わっているので、一宗教者としての信念とは別に教団としての公式
見解は出しにくいという状況があるのかもしれない。全国規模の教団であ
れば、受益圏・受苦圏の双方に信者がいる。 
また、全日本仏教会の声明であっても、「私たちはこの問題に一人ひとり
が自分の問題として向き合い、自身の生活のあり方を見直す中で、過剰な
物質的欲望から脱し、足ることを知り、自然の前で謙虚である生活の実現
にむけて最善を尽くし、一人ひとりの「いのち」が守られる社会を築くこ
とを宣言いたします」と真摯ではあるが抽象的な表現で結ばれている。宗
教団体らしい表現といえばそれまでだが、共存を現実的なレベルで突き詰
めて考えていないようにも思われるのである。心のあり方で終わるのでは
なく、現実をどうしたいのか、ここで具体的なメッセージが出せないとい
うところに、宗教団体による脱原発は観念的にしか捉えられていないので
はないかと思うのだが、勘ぐりすぎであろうか。 
たとえば、24 時間営業のスーパーやコンビニエンスストアの深夜営業は
やめましょう、パチンコ他常習性のあるギャンブル施設は縮小しましょう
（カジノ反対は当然のこととして）、維持管理が将来できなくなる公共施設
や道路は作らないようにしましょう、ファストフード店で外国産食材を用
いて安価な食事をするよりも割高でも地産地消を心がけましょう、インタ
ーネット・スマホ漬けの生活に注意しましょう、といった具体的な提言は
ない。 
少し考えてみれば、エネルギー資源が乏しい日本において、原子力に頼
らず再生可能エネルギーの開発を待ちながら化石エネルギーでつなぎ、二
酸化炭素排出量も減少させるとなれば、具体的に生産・消費の両面で縮小
の方向で生活を変えていくしかない。それが、小売業や健全なギャンブル
業、公共事業に携わる建設業や関連職域、ファストフード業界や IT 産業の
利害に関わるのは当然であり、氏子・檀家・信徒の生活にも関わる。GDP
も縮小するだろうから、国民の所得水準は低下し、早い話、私たちは今よ
りも 10％か 20％貧しくなる。「過剰な物質的欲望から脱し、足ることを知
る」といいつつ、檀家が貧しくなる、護持会費・布施が減る、僧侶の兼職
傾向に拍車がかかるということは想定外として、それにもかかわらずとま
では言えないのだろうか。私はディープ・エコロジストでも仏教的経済を
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信奉するものでもないが、突き詰めていけば、日本社会の過剰な欲望とは
何であり、それを指摘・批判してエネルギー消費を抑えていくしかないの
だと考えている。 
こういう言い方をすれば、その言葉が自分に跳ね返ってくるのは当然で
ある。お前の仕事や業界は本当に日本社会に必要なものかということを説
明しなければいけないだろう。私はその議論をさまざまなレベルでしてい
くべきだと考えている。現代日本の宗教がそのことを恐れて公共的な空間
に入ってこないのではないことを願っている。 
実のところ、共存というのは利害が対立しないまでも必ずしもウィンウ
ィンの状態にならない複数の個人、集団、地域がどのようにしてお互いの
生活を守るべく交渉しながら落ち付け所を探るのかという話し合いの作法
や文化、それを保障する市民社会のあり方に関係するのではないかと思う。
そこに現代宗教も積極的に参与すればよいのではないか。 
『共存学 2』の帯には「共に在ること 共に生きる意味を問い直す」とあ
る。それを可能にするための諸条件は何か。共存の事例はどこにあるのか。
なければどのようにして作り出すのか。課題が大きいだけに、読者に大い
に考えさせるインパクトを持っている。今後のシリーズに期待したい。 
